
事例で学ぶ生活相談員支援力アップ基礎研修 
さまざまな課題を抱えるご利用者に対して、チームケアでの支援の重要性が高まる中、生活相談員に期待

される役割は大きい。しかし他職種から、生活相談員の業務内容や役割について、いまひとつ理解が得ら

れていないと感じておられる生活相談員も多いのではないでしょうか？ この研修では、生活相談員が業

務を行う上で、基盤となるソーシャルワークの基本を理解し、多様化する業務をいかに展開していくのか、

わかりやすくお伝えします。対象者は、介護保険事業所（特養・老健・デイサービス等）等の新任または

中堅生活相談員。生活相談員の若返りが久しく、ソーシャルワークの基本もままならない生活相談員が多

くなっているというお声をお聞きします。新任者にとっては、スーパービジョンの機会になれば幸いです。 

内容 

◎生活相談員が持つべき 

ソーシャルワーク視点と仕事力 

◎生活相談員固有のコミュニティ視点 

◎生活相談員として 

ご利用者・ご家族との向き合い方 

◎生活相談員が持つべき 9 つの視点 

◎ご利用者の擁護的立場に立った 

生活相談員の事例 

 

講師：梅沢佳裕（うめざわ・よしひろ） 

日本福祉大学福祉経営学部医療・福祉マネジメント

学科助教／福祉と介護研究会３５代表／社会福祉

士／介護支援専門員 他 

専門分野；高齢者福祉学，社会福祉援助技術（ソー

シャルワーク） 

介護福祉士養成専門学校の助教員を経て、特別養護

老人ホーム・在宅介護支援センター相談員を歴任す

る。その後、デイサービスやグループホームの立ち

上げに関わり、自らも管理者となる。２００８年に

「福祉と介護研究所」を設立し、相談員・介護職・

ケアマネジャー等のスキルアップ研修講師を多数

行なっている。２０１７年より社名を「福祉と介護

研究会３５」に改名。 

日   程 Ｈ３０年１２月１１日 ９：３０～１６：３０ 

受 講 料 １０，８００円 

会   場  フォレスト仙台 仙台市青葉区 1-2-45 地下鉄「北四番丁」駅徒歩７分 

対   象  生活相談員、今後生活相談員として働かれる方 

申込方法 ファックスでのお申込になります。下記の申込書式を記入の上、 

  ファックスを送信願います。受付後確認のファックスを致します。 

支払方法 受講案内を送付致しますので、受講案内が届いた後お振込み願います。 

主  催   お茶の水ケアサービス学院 TEL０３－３８６３－４０００ 

   

 

お名前 

ﾌﾘｶﾞﾅ 役  職  

病院名・事業所名 
 

住 所 

 

（〒    －      ）    （ 病院 ・ 事業所 ・ 自宅 ） 

T E L  F A X  e-mail  

※お申込後（お申込日を１日目とします）、７日目以降のキャンセルについては、お振込前でも受講料の半額のキャ
ンセル料がかかります。また、申込日に拘らず 11/27 以降は、全額の受講料のキャンセル料がかかりますのでご注
意ください。※キャンセルのご連絡がない場合は、キャンセル扱いにはなりませんのでご注意ください。 

 

ファックス ０３－３８６３－４００６ 


